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収
支
均
衡
の
予
算
が
編
成

さ
れ
て
い
る
と
す
る
と
、
特

別
会
計
の
決
算
剰
余
金
は
次

の
よ
う
に
計
算
さ
れ
る
（
後

掲
図
参
照
）。

　

歳
入
決
算
額

－

歳
出
決
算

額
＝
決
算
剰
余
金

　

歳
出
決
算
額
＝
歳
出
予
算

額

－

歳
出
の
翌
年
度
繰
越
額

－

不
用
額

　

つ
ま
り
、
決
算
剰
余
金

は
、
Ａ
歳
入
の
上
ブ
レ
（
歳

入
決
算
額
﹀
歳
入
予
算
額
）

と
、
Ｂ
歳
出
の
下
ブ
レ
（
歳

出
決
算
額
︿
歳
出
予
算
額
）

に
分
解
で
き
る
。
こ
の
う

ち
、
Ｂ
は
さ
ら
に
、
歳
出
の

執
行
が
翌
年
度
に
持
ち
越
さ

れ
た
た
め
に
生
じ
る
部
分

（
Ｂ
―
①
）と
、
歳
出
予
算
の

使
い
残
し
を
意
味
す
る
不
用

額（
Ｂ
―
②
）に
分
か
れ
る
。

　

過
去
６
年
間
で
見
る
と
、

特
別
会
計
全
体
で
毎
年
度
、

29
～
51
兆
円
も
の
決
算
剰
余

金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
う
ち
、
Ｂ
―
①
に
あ
た

る
部
分
は
12
～
16
兆
円
と
な

っ
て
い
る
。
次
年
度
に
な
さ

れ
る
国
債
の
借
り
換
え
の
原

資
を
前
も
っ
て
確
保
す
る
た

め
に
発
行
さ
れ
る
借
換
債
の

発
行
収
入
等
が
こ
れ
に
あ
た

る
。
Ｂ
―
①
に
相
当
す

る
剰
余
金
は
次
年
度
に

執
行
さ
れ
る
歳
出
の
財

源
と
し
て
翌
年
度
の
歳

入
に
繰
り
越
さ
れ
る
必

要
が
あ
り
、
自
由
に
活

用
で
き
る
財
源
と
は
い

え
な
い
。

　

他
方
、
Ｂ
―
②
に
相

当
す
る
剰
余
金
は
11
～

21
兆
円
と
な
っ
て
い

る
。た
だ
、一
口
に
不
用

額
と
い
っ
て
も
、
こ
の

中
に
は
将
来
の
基
礎
年

金
、
厚
生
年
金
等
の
財

源
と
し
て
積
み
立
て
て

お
く
べ
き
年
金
特
別
会

ら
を
除
い
た
活
用
可
能
な
剰

余
金
を
概
算
す
る
と
７
～
16

兆
円
と
な
る
。
こ
の
ほ
か
、

国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
で

は
、
予
算
編
成
の
段
階
で
７

計
の
剰
余
金
、
あ
る
い
は
給

付
を
政
策
的
に
抑
制
し
た
た

め
に
生
じ
た
労
働
保
険
特
別

会
計
の
不
用
額
等
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
Ｂ
―
②
か
ら
こ
れ

～
８
兆
円
の
剰
余
金
（
＝
歳

入
予
算
額
﹀
歳
出
予
算
額
）

が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
２
０
１
０
年
度

末
現
在
で
特
別
会
計
に
は
総

額
で
１
８
２
兆
円
の
積
立
金

が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
年
金

給
付
の
財
源
と
し
て
留
保
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

１
２
８
兆
円
を
控
除
す
る
と

54
兆
円
が
残
る
。
そ
こ
で
、

か
り
に
、
こ
の
54
兆
円
の
う

ち
の
30
兆
円
と
、
上
記
の
Ｂ

―
②
で
概
算
し
た
活
用
可
能

な
決
算
剰
余
金
の
う
ち
の
20

兆
円
を
合
わ
せ
た
50
兆
円
を

国
債
の
繰
上
償
還
に
充
て
る

と
、
以
後
の
年
度
の
国
債
償

還
費
は
１
・
６
兆
円
少
な
く

な
り
、
そ
れ
に
見
合
う
一
般

財
源
を
捻
出
で
き
る
こ
と
に

な
る
。�

（
つ
づ
く
）

っ
張
っ
て
風
を
は
ら
ん
だ
ヨ

ッ
ト
の
帆
の
よ
う
に
し
て
お

く
と
の
こ
と
で
あ
る
。

②
薬
液
注
入
時
に
は
、
１
滴

１
秒
程
度
の
ス
ピ
ー
ド
で
10

滴
分
程
度
を
ゆ
っ
く
り
と
注

入
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
骨
膜
下
に
強
圧
で
の
注

入
は
避
け
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。

　

最
後
に
抜
髄
・
抜
歯
の
目

的
以
外
で
歯
根
膜
腔
内
へ
の

麻
酔
液
の
注
入
は
、
歯
髄
へ

の
血
流
が
遮
断
さ
れ
る
た
め

歯
冠
形
成
で
歯
髄
が
炎
症
を

起
こ
す
と
壊
死
を
起
こ
す
の

で
避
け
る
べ
き
と
の
話
を
さ

れ
た
。（
一
部
の
先
生
に
は

懐
か
し
い
、Home�Position

の
話
も
さ
れ
た
。
筆
者
も
腰

痛
と
老
眼
に
悩
ま
さ
れ
る
現

在
、
最
も
楽
な
診
療
姿
勢
と

な
っ
て
い
る
）

�

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

で
開
い
た
。
１
２
０
人
が
参

加
し
た
。

　

佐
藤
氏
は
Ｄ
ｒ
ビ
ー
チ
の

Ｈ
Ｐ
Ｉ
の
理
念
を
取
り
入
れ

た
診
療
を
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
理
念
に
そ
っ
た
、
診
療
姿

勢
、
ス
タ
ッ
フ
教
育
、
診
療

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
か
ら
解
剖

学
ま
で
幅
広
い
講
習
と
な
っ

た
。

　

麻
酔
で
は
刺
入
時
と
薬
液

注
入
時
に
痛
み
を
感
じ
る
、

そ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
は

①
刺
入
時
に
は
、
粘
膜
を
緊

張
さ
せ
て
針
先
に
覆
い
被
せ

る
よ
う
に
す
る
。
粘
膜
を
引

講
座
「
痛
く
な
い
局
所
麻
酔

法
～
そ
の
要
点
は
二
つ
」
を

５
月
26
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

他
院
に
依
頼
し
た
と
き
の
取

り
扱
い
や
歯
援
診
の
届
出
で

算
定
で
き
る
項
目
は
何
か
な

ど
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

臨
床
学
術
部
は
、
佐
藤
宏

氏
（
愛
媛
県
新
居
浜
市
開

業
）
を
講
師
に
、
生
涯
研
修

詳
し
い
解
説
を
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
Ｃ
Ｔ
を

　

『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
』
２
０
１
２
年
４
月
版
発
行

後
の
は
じ
め
て
の
社
保
講
習
会
を
２
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

で
開
き
、
１
１
４
人
が
参
加
し
た
。
講
習
会
は
、
全
２
回

の
シ
リ
ー
ズ
で
、
社
保
研
究
部
が
主
催
し
た
。
次
回
は
７

月
21
日
に
開
く
。

　

第
１
回
の
講
師
は
吉
田
裕

志
社
保
研
究
部
長
、
安
積
中

副
部
長
で
、『
歯
科
保
険
診
療

の
研
究
』
の
前
半
部
分
に
あ

た
る
１
章
「
初
診
料
・
再
診

料
」、２
章
「
医
学
管
理
料
」、

３
章
「
在
宅
医
療
」、
４
章

「
検
査
、
画
像
診
断
、
投
薬
、

麻
酔
」、５
章
「
処
置
」
に
つ

い
て
、
12
年
の
改
定
内
容
を

中
心
に
解
説
し
た
。

　

間
違
い
や
す
い
休
日
加
算

と
時
間
外
加
算
の
区
別
や
、

訪
問
診
療
に
お
け
る
患
者
へ

の
文
書
提
供
の
必
要
な
ど
に

つ
い
て
注
意
を
促
し
た
。
ま

た
、
歯
科
診
療
特
別
対
応
加

算
（
旧
障
害
者
加
算
）
の
対

象
が
拡
大
さ
れ
、
歯
科
診
療

特
別
対
応
地
域
支
援
加
算
や

周
術
期
口
腔
機
能
管
理
料
が

新
設
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
医

科
歯
科
連
携
や
病
診
連
携
で

算
定
で
き
る
項
目
に
つ
い
て

特
会
剰
余
金
で
国
債
償
還

毎
年
１
・
６
兆
円
の
一
般
財
源
に

基 

軸
消
費
税
増
税
と

社
会
保
障
財
源

❹

東
京
大
学
名
誉
教
授
　
醍
醐
聰

図　特別会計の決算剰余金発生の要因分析図
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痛
み
を
感
じ
な
い
麻
酔
法
に
つ
い
て
語
る
佐
藤
宏
氏

＝
５
月
26
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　
　
　
　
　
　
　

５月度生涯
研 修 講 座

臨床学術部

2012消夏号

〝
薬
液
注
入
は
１
滴
１
秒
で
〟

投
稿
・
写
真
を
募
集
し
ま
す

痛
く
な
い
局
所
麻
酔
法
を
説
明旅

行
記
や
夏
の
風
景
写
真
な
ど

得
意
な
ジ
ャ
ン
ル
で
お
気
軽
に

社保講習会はじまる
医学管理や在宅の改定内容を解説

社保研究部

テキストにメモしながら受講する参加者＝２日、Ｍ＆Ｄホール

　

消
夏
号
（
８
月
15
日
号
）
へ
の
会
員
投
稿
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
得
意
な
ジ
ャ
ン
ル
で
お
気
軽
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
掲
載
者
に
は
薄
謝
進
呈
し
ま
す
。
応

募
案
内
は
次
の
通
り
。

【
投
　
稿
】

　

①
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
に
関
す
る
こ
と
②
日
常
の
臨

床
に
関
す
る
こ
と
③
家
族
や
生
活
の
こ
と
④
夏
の
思

い
出
⑤
エ
ッ
セ
イ
、
川
柳
、
俳
句
、
詩
⑥
旅
行
記
―

―
な
ど
。
６
０
０
字
以
内
、
顔
写
真
を
同
封
。

【
写
　
真
】

　

①
山
や
海
の
景
色
②
夏
に
ま
つ
わ
る
風
景
③
人
物

写
真
―
―
な
ど
。

【
応
募
先
】

　

郵
便
か
フ
ァ
ク
ス
（
06
―
６
５
６
８
―
０
５
６

４
）、
電
子
メ
ー
ル
（akira_kn@doc-net.or.jp

）

で
、
事
務
局
ま
で
送
付
く
だ
さ
い
。
７
月
13
日
必
着
。
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